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GPSを用いたヤマアテをめぐる地理学研究の方法的試論
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Ⅰ．はじめに
漁業に関するさまざま技術は、漁撈活動そ
のものだけではない。一定の海上に関する漁
業の情報、とくに漁場認識は極めて重要であ
る。潮流、潮汐、水温、塩分濃度や水深など
と密接に関わる漁場 1）の位置を確認する場
合、漁業者は簡易的な測量法を用い、それを
伝承してきた。漁場だけでなく、そこへの航
路を認識する場合にも、漁業者は海上での位
置を把握する。海上で自らの位置を陸上の物
体、多くは山稜を基準に確認するヤマアテ
（ヤマタテ）が行なわれてきたのである。これ
は、遠景として背後に定める高くて特色のあ
る山稜と、近景としての沿岸部の低い山稜や
建造物を組み合わせる「ヤマをアテル（タテ
ル）」ことで成立する 2）。
ヤマアテについては、地理学だけでなく民
俗学などの隣接分野においても報告が蓄積さ
れてきた。それらの多くは民俗語彙に依りな
がら、その呼称や手法の採集、ならびにそれ
らの地域性について重点が置かれてきた 3）。ま
た、研究方法についても、陸上で海図を確認
しながらのインタビュー調査（聞き取り・聞
き書き）が中心であった。しかし、近年の漁
撈技術の飛躍的な発達により、ヤマアテが漁業
者の技能として必ずしも最重要視されなく
なってきた。Global Positioning System（以下
GPS）4）と魚群探知機との併用により、漁業
者はほぼ正確に漁場や航路を認識するように
なったのである。それにともなって、地域毎
に伝承されてきたヤマアテを知らない若年層
の漁業者も現れはじめ、これまでの視点・方
法による実証的な研究をすることが困難に
なってきた。
このようななか卯田は、先行研究では漁業
者が認識してきた環境や視知覚特性まで論究
されていないと指摘している 5）。さらに、卯
田は GPS とヤマアテの併用に関して、漁業
技術の発展過程でヤマアテの利用法がすべ
て GPS に移行せずに、個々の局面に応じて
用いられていることを明らかにしている 6）。
これらの報告は、漁場認識をめぐる新たな研
究視点をもたらしたと評価される。ただし、
ヤマアテに関する研究において、GPSの活用
は、漁場認識をはじめとる漁業者の知識をめ
ぐる分析だけに留まるものではない。
そこで本稿では、GPSを用いて海上での観
測点と、そこから実際に見える景観について
3次元画像合成ソフト「カシミール 3D」7）を
用いたバーチャル空間で表わし、ヤマアテに
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関する新たな研究方法の可能性を論じてみた
い。GPSデータの収集については、2003 年 8
月 6 日の早朝に、高知県久礼の小型カツオ一
本釣漁船第八八廣丸（以下、八廣丸）に乗船
し、携帯用 GPS 機「GARMIN 社：eTrex
Venture 日本版」8）を用いた。同時に、重要
なヤマアテの地点については、伝統的な技術
に関するインタビュー調査を実施し、海図や
地形図にもその位置を記した 9）（写真 1）。そ
して、帰港後には 3 次元画像合成ソフトを活
用して GPS データをバーチャル空間で表わ
した後、それを漁業者に提示し、彼らの取得
しているヤマアテをめぐる技能についてイン
タビュー調査を実施した 10）。
Ⅱ．漁撈集団の特徴
高知県南西部に位置する中土佐町久礼で
は、近年では「鰹の國」としてカツオ一本釣
漁業をめぐる地域振興が行なわれている 11）。
カツオ漁船には 60～120 tの大型船、15 t程
度の小型のものがあり、前者は三陸～台湾の
沖合・遠洋で約 20人、後者は近海において 6
人程度で操業されている。今回の調査では、
沿岸でのヤマアテについてデータ収集するた
め、後者にあたる八廣丸が選ばれた。
八廣丸では、船主自らが船長となり、漁
撈に関する全ての責任を担っている。いく
つかの分担は大型船のように明確に分かれ
ておらず、投餌も船長が行ない、専任とし
て機関担当者がいるだけである。船長は、中
学卒業後の 16歳で大型カツオ漁船に乗り始
め、23歳で大型カツオ漁船の船長になった。
そして氏は 26 歳の時に八廣丸を所有し、自
ら船長になったのである。機関担当者は高
校卒業後に大型カツオ漁船と鉄鋼運搬船を
経て、八廣丸に乗船している。また、他の 2
人の船員とも、中学卒業後に大型カツオ漁
船に乗り、1 人は養殖ハマチの運搬船の乗
組員を経て、八廣丸に乗船している。この
ように、船長以下の全ての船員は大型カツ
オ漁船に乗った後に、小型カツオ漁船の八
廣丸に従事しているのである 12）。
カツオ船をめぐる漁撈集団は、地縁関係
や血縁関係者で構成されることが多い 13）。
八廣丸においても、船長と機関担当の両者
の配偶者たちは従姉妹、他の 2 人の船員は
兄弟の関係にある。また、船長が久礼八幡
宮に近接する地区に居住しているのに対し、
他の船員たちは高度経済成長期に埋め立て
が進んだ久礼の北西地区に集住している14）。
彼らの漁業知識とその差異を見出すために
は、同一漁船の乗船している彼らの属性を
知ることが重要なのである。
写真 1　　船尾での GPS 測定とインタビュー調査
海水・海風を防止するためにビニールで覆った携帯
用 GPS を作動させながら、海図でもヤマアテのポ
イントを確認している。（2003 年 8 月・河原撮影）
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Ⅲ．地図データへの転換
1．航跡の記録
第 1図は、GPSに記録された位置情報を帰
港後にパソコンに取り込み、地図に表示した
ものである。すなわち、地図上の赤線は八廣
第 1図　　八廣丸の航跡図
（航跡および 3次元データ採集ポイントは、GPSを用いて作成。モトヤマジモトの情報は、聞き取り調査より
加筆）
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丸の航跡を示している。それをたどると、八
廣丸は久礼港を出航して南へ向かい、興津岬
沖で引き返して一直線に久礼港まで戻った。
岬沖で航跡が塊状になっているのは、漁業協
同組合が設置したシイラ漁用の浮礁ブイを旋
廻したためである 15）。
航跡上に白点が散見されるが、これは GPS
を操作して現在地の記録を試みたものであ
る。GPSは衛星からの電波を受信している限
り、移動した経路を自動的に記録し、さまざ
まな情報を加えることもできる。ただし、電
波が途切れてしまうと記録が行なわれず、途
切れた地点と再び電波を受信した地点とが直
線で結ばれる。第 1図において、帰路の航跡
が久礼湾南岸の大津崎にわずかに掛かってい
るのは、そのためである。
2．ヤマタテをめぐるバーチャル空間
ヤマアテは、基準の 2地点を決めることか
ら始まる。遠方の海上から見通せる標高の高
い特色のある山稜はモトヤマ（元山）といい、
ヤマアテの基点となる。それに対し、沿岸部
の低い山稜はジヤマ（地山）と呼ばれる 16）。
一組のジヤマとモトヤマを合わせることに
よって、海上での位置を特定するヤマアテの
方法は、久礼ではイッポウアテ（一方当て）
と呼ばれる 17）。第 1図で示された A ～ Dの
4 点は、この方法による重要なヤマアテのポ
イントである。各ポイント、すなわち漁船か
ら陸上を望んだときの景観について、図中の
中心線から左右 11度ずつの範囲について、3
次元画像合成ソフトによってバーチャル化し
たものが、第 2～ 4図である 18）。
ジヤマとモトヤマが直線状に並ぶこれらの
ポイントはモタレ 19）と呼ばれ、ジマヤとな
る山稜や岬などの地名を冠して「○○モタレ」
と称される。第 2 図は、中土佐町と西接する
大野見村との境界にそびえる X：火打ヶ森（標
高 590.3 m）をモトヤマ、図中の a：加江一
番をジヤマとした A：カイラギモタレ 1 番か
ら望むバーチャル空間を表している。そし
て、第 3 図は、X：火打ヶ森をモトヤマとし、
b：加江二番をジヤマとした B：カイラギモタ
レ一番からのバーチャル空間を表現してい
る。B 地点から、カイラギモタレ一番（第 2
第 2図　　カイラギモタレ一番からのバーチャル空間
（第 1図の A地点よりみたヤマアテ）
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図）のときのジヤマである a：加江一番は、
b：加江二番の右側、すなわち北側に見える。
また、C：カイラギモタレ三番をモタレにす
るときにジヤマとなる c：加江三番は、b：加
江二番の左側、つまり南側に映る。
このように、イッポウアテではモトヤマと
ジヤマとの関係は限定されるため、モタレの
位置が変わると、当然ながらモトヤマ―ジヤ
マ―モタレは直線上に並ばない。たとえば、
Bのモタレに位置する場合、本来のカイラギ
モタレ二番は B―b―X の直線上に並ぶ。し
かし、ここからジヤマである a：加江一番を
望むと B―a―X' という位置関係になり、モ
トヤマである X はジヤマ a の左側、すなわ
ち南側に見える。そこで、漁業者は aをジヤ
マとするはずの A に対して、南にずれてい
る Bが現在地であると認識する。反対に、C
に位置すると誤認した場合、ジヤマである
c：加江三番を望むと B―c―X'となり、モト
ヤマ X はジヤマ c の右側、つまり北側に見
第 3図　　カイラギモタレ二番からのバーチャル空間
（第 1図の B地点よりみたヤマアテ）
第 4図　　ヤオヅモタレからのバーチャル空間
（第 1図の D地点よりみたヤマアテ）
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える（第 1 図）。これによって、現在地を C
と誤認していた漁業者は、実際には北側より
に位置していると修正するのである。このよ
うに、南側にずれていることは「シモズリ」、
北側にずれている場合は「カミズリ」と称さ
れる。
モトヤマよりジヤマが低位にあると、イッ
ポウアテを取ることは比較的容易である。し
かし、海岸部にあるジマヤのほうが高位に見
えると、次のような工夫が行なわれる。第 4
図は、第 1図の Dからモトヤマである X：火
打ヶ森をみたバーチャル空間である。D 付
近から陸域を望んだ場合、c：加江三番のよ
うに低位なジヤマがないため、その延長線上
にモトヤマが現れるイッポウアテのヤマア
テはできない。そこで、高位にある 2 つの山
稜をジヤマとし、その 2 点間の隙間からモ
トヤマを見通せるようなヤマアテが取られ
る。つまり、ジヤマd：ヤオヅカミ（標高331 m）
とジヤマ e：ヤオヅシモ（標高 334 m）との
間からモトヤマ X：火打ヶ森の見えるポイン
トが D：ヤオヅモタレとなるのである。そし
て、モトヤマと北側のジヤマとが重なる場
合、すなわち X―d―D'の位置関係にあると
き、海上の D' の位置は「ヤオヅモタレのカ
ミ」と称される。それに対し、南側のジヤマ
と重なって、直線上に X―e―D'が並ぶ場合、
海上の D'' は「ヤオヅモタレのシモ」と呼ば
れる。
Ⅳ．調査の場所―おわりにかえて―
本稿では、携帯用 GPSを活用し、海上での
位置情報と漁業者の有する漁撈の知識、特に
ヤマアテについて検討した。今後の課題とし
て、時間データと位置情報とを重ねあわせた
分析が挙げられる。漁場の成立と漁業者のそ
の認識にあたっては、比較的長い期間の年周
性（季節性）と月周性だけでなく、日照や潮
汐などと関わる短期間からなる日周性をとも
なっているからである 20）。より詳細かつ正確
な時間データを収集することによって、漁場
に関する生態学的な文化地理学研究の発展に
関与できよう。
携帯用 GPS の発達によって、海上でも比
較的容易に時・空間データを得られることが
明らかになった。そうすると、漁撈集団から
なる漁船で複数の調査者が参与観察するに
よって、役割や階層ごとに漁業者の活動を知
ることもできる。つまり、漁業者ごとに観察
者を配し、魚群探索・投餌・釣獲などの漁撈
行程 21）が、それぞれどのような時・空間で
開始・終了したのかを把握するのである（写
真 2）。特に、位置データの記録に費やす労力
は、携帯用 GPS の利用で大幅に軽減される。
それに代わって、調査者は観察やインタ
ビュー調査の内容に留意することができるは
ずである 22）。
写真 2 船首での複数の船員への同時インタ
ビュー調査
黒帽子をかぶった船主・船長へのインタビューで
は、デジタルレコーダでのオーラルデータの採集
も併用している。 （2003 年 8 月・河原撮影）
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GPSによって得られた位置データについて
3 次元画像表示ソフトを援用し、バーチャル
空間によって視覚化すると、地理学ならびに
隣接科学でヤマアテをめぐる調査方法が著し
く変わる可能性もある。先述したように、こ
れまでは陸上でのインタビュー調査によるヤ
マアテのデータを地図へ記入することが調査
の中心であった。また、調査者が漁船へ同乗
を許されることも、必ずしも多くない。たと
え許可されても、当日の気象条件によっては
出航できず、ヤマアテのポイントから陸上を
望めない場合も多い。さらに、伝統的なヤマ
アテを熟知しているのが高齢者であると、時
には海上への同行の依頼を躊躇せざるをえな
い。一方では、近年の漁業技術の発達によっ
て、なかにはヤマアテの方法を知らない経験
の浅い漁業者も見られる。
このようななか、陸上において海上の重要な
ポイントをヤマアテを熟知した経験者から聞
き取り、それを 3次元バーチャル空間で表わす
と、海上に赴かなくてもヤマアテの状況を知る
ことができるのである 23）。役割、階層や経験
の異なる漁業者ごとにヤマアテのバーチャル
空間を提示することによって、漁業知識の差異
について比較検討も可能となる。
GPSの利用は、データ収集の問題だけに留
まらない。むしろ、バーチャル空間化によっ
て調査の方法や場所を変えることまでも検討
される。物理的に陸上と海上とに二分され、
居住空間と生産空間が分かれることから、漁
業地理学では海上や漁場において直接的な観
察データを取ることが困難とされてきた。し
かし、本稿で提示した方法的試論は、ヤマア
テや漁場認識に関してだけでなく、従来の漁
業地理学やその隣接分野に関する方法論の転
換をうながす可能性も秘めているのである。
〔付記〕2001 年度に立命館大学地理学専攻
は、立命館大学先進的教育プログラム「バー
チャルミュージアムと双方的通信システムを
用いたフィールド教育プログラムの開発と利
用」を申請し、採択された。さらに、2002 年
度にはGPSを追加したプログラムが採択され
た。この間の試行を経て、2003 年度に河原が
担当した「地理学（環境・歴史地域コース）
特別実習Ⅱ（3回生以上配当）」において、初
めて授業実践が行なわれた。本稿はその授業
の一環として、2003 年 8 月 5・6・7日に高知
県中土佐町久礼において実施したフィールド
ワークの一部をまとめたものである。漁船へ
の同乗とインタビュー調査をご快諾いただい
た第八八廣丸船主・船長の杉本八郎様と、そ
の船員の皆様方に厚くお礼申し上げます。
現地では、水産振興課課長・林　勇作様を
はじめとする中土佐町役場、久礼漁業協同組
合など久礼の皆様方に大変お世話になりま
した。また、現地において有益なご助言をい
ただいた愛媛大学農学部・若林良和先生と東
寝屋川高等学校・増崎勝敏先生、Teaching
Assistantとして援助を惜しまなかった立命館
大学大学院文学研究科院生・井ノ元宣嗣君に
お礼申し上げます。また、高大連携プログラ
ムのテストケースとして参加した平安高等
学校・石代吉史先生と社会科クラブの生徒諸
君にも感謝いたします。
本稿を作成するにあたって、2003 年度立命
館大学教育実践効果の公表支援助成金・河原
典史「高知県久礼における漁撈活動の地理学
的研究―GPS を用いた漁場認識―」を利用し
ました。
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